
2020 年度（2020 年 4 月～2021 年 3 月） 

公衆衛生看護学分野 業績 

 

分野構成（2021 年 4 月 1日時点） 

教授：大森純子、講師：藤﨑万裕、助教：松永篤志、助手：中野久美子、岩本萌、事務職員 1 名 

大学院（博士課程） ３名、大学院（修士課程） １４名、研究生 １名、卒業研究生 ２５名 

 
主な研究テーマ 

CBPR（Community Based Participatory Research）という研究スタイルを用い、保健師など保健行政

の関係職種や住民の方々と一緒に、「“地域への愛着”を育む健康増進プログラムの開発」、「近隣住民

間の交流促進プログラムの開発」などに取り組み、個人変容と社会変容に参画しています。 

【主な研究テーマ】 

1.文化と健康観・ヘルスプロモーションに関する研究／2.地域への愛着と健康に関するプログラム開

発，地域への愛着を育む方法論（メソッド）開発／3.ソーシャルインクルージョンを活動原理とした

保健師教育・実践に資する研究／4.地域の高齢者見守り活動に関する研究／5.フレイル予防を軸とし

たまちづくり・地域ケアシステムに関する研究／6.グローバルヘルスに関する研究 

 
主な研究業績 

【主な研究論文】 
 Kawasaki C, Yoshida K, Omori J, Porter S,Asahara K. An experiential approach to developi
ng radiological content for public health nursing: Lessons from a nuclear disaster. Publ
ic Health Nurs. 2020; 37(2)295-302. 

 Fujisaki-Sueda-Sakai M, Takahashi K, Yoshizawa Y, Iijima K. Frailty checkup supporter
s’ intentions to participate in human-resource development and training activities. The
 Journal of Frailty & Aging. 2020;9(4):238-243. 

 Chiu C, Nakano K, and Omori J. Workshop to promote patient-centered cross-cultural care 
among Japanese nursing students. Nursing English Nexus. 2018 Oct; 2(2), 6-12. 

 伊藤海, 田口敦子, 松永篤志, 竹田香織, 村山洋史, 大森純子. 「互助」の概念分析. 日本公衆衛
生雑誌.2020;67(5):334-343. 

 大森純子, 三森寧子, 小林真朝, 小野若菜子, 安齋ひとみ, 高橋和子, 宮崎紀枝, 酒井太一, 齋藤
美華. 公衆衛生看護のための“地域への愛着”の概念分析. 日本公衆衛生看護学会誌. 2014; 3
(1):40-48. （2016 年日本公衆衛生看護学会学術奨励賞(優秀論文部門)受賞） 

 Asahara K, Ono W, Kobayashi M, Omori J, Momose Y, Todome H, Konishi E. Ethical issues in
 practice: A survey of home‐visiting nurses in Japan. Japan Journal of Nursing Science.
 2013; 10:98–108.（2014 年日本看護科学学会表彰論文優秀賞受賞） 

【主な著書】 

 神馬征峰, 大森純子, 宮本有紀（編）. 系統看護学講座 健康支援と社会保障制度②公衆衛生 第

2 章 公衆衛生の活動対象. 東京: 医学書院; 2015. p45-60.  

【主な学会発表】 

 岩本萌, 佐藤美沙, 藤﨑万裕, 松永篤志, 竹田香織, 中野久美子, 川口夏樹, 大森純子．「Social Inclu

sion]の概念分析 社会的包摂を志向する公衆衛生看護活動の定着に向けて. 第 9 回日本公衆衛生看

護学会学術集会; 2020 Dec 25 - Jun24; オンライン開催, 東京（第 9 回日本公衆衛生看護学会学術

集会研究報告部門優秀オンライン発表賞受賞） 

 大森純子, 田口敦子, 安齋ひとみ, 三森寧子, 小野若菜子, 小林真朝, 宮崎紀枝, 今村晴彦, 酒井太

一, 齋藤美華, 森田誠子, 中野久美子. 『地域への愛着メソッド』の汎用性の検討(第 1 報) 地域への

愛着メソッド原案を基にしたプログラムの作成. 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2020 Jan1

1-12; 愛媛 

 大森純子. 第 5 回日本公衆衛生看護学会学術集会大会長. 2017 Jan 21-22.  

 

 



【研究業績（2020 年分）】 

1. 原著論文・総説（査読あり） 

 Anezaki S, Sakka M, Noguchi-Watanabe M, Igarashi A, Inagaki A, Tsuno Y, Omori J, Ota A, 
Yamamoto-Mitani N. Association between participation in hospital-led community activitie
s and sense of security in continued community living among older adults in a rural dist
rict of Japan: A cross-sectional study. Health ＆ Social Care in the  Community. 2020;0
0:1–10. 

 Fujisaki-Sueda-Sakai M, Takahashi K, Yoshizawa Y, Iijima K. Frailty checkup supporter
s’ intentions to participate in human-resource development and training activities. The
 Journal of Frailty & Aging. 2020;9(4):238-243. 

 Do H, Ho H, Tran P, Nguyen D, Otsu S, Chiu C, Dang T, Tran Q, Pham V, Mikami N, Kato M. 
“Building the hospital event-based surveillance system in Viet Nam: a qualitative study
 to identify potential facilitators and barriers for event reporting”. Western Pacific 
Surveillance and Response Journal. 2020;11(3):1-10.  

 Kawasaki C, Yoshida K, Omori J, Porter S,Asahara K. An experiential approach to developi
ng radiological content for public health nursing: Lessons from a nuclear disaster. Publ
ic Health Nurs. 2020; 37(2)295-302. 

 伊藤海, 田口敦子, 松永篤志, 竹田香織, 村山洋史, 大森純子. 「互助」の概念分析. 日本公衆衛
生雑誌.2020;67(5):334-343.  

 伊藤海,村山洋史,田口敦子,大森純子. 豪雪地帯農村部において生活支援の担い手となる意向を持
つ高齢者の特性. 日本公衆衛生雑誌.2020;67(12):860-870.  

 佐藤 清湖,森田 誠子,中野 久美子,大森 純子. “地域への愛着”に関する地域活動の文献検討. 東
北大学医学部保健学科紀要.2020;29(1):21-30. 

 髙橋恵子, 朝澤恭子, 有森直子, 亀井智子, 麻原きよみ, 大森純子, 新福洋子, 菱沼典子, 田代順
子. People-Centered Care パートナーシップ(PCCP)-16 尺度の開発:―市民と保健医療専門職の協
同に着目した信頼性と妥当性の検討―. 日本看護科学会誌.2020; (40):620-628. 

 西本美紗，田中友規，高橋競，Suthutvoravut, Unyaporn, 藤﨑万裕, 吉澤裕世, 飯島勝矢. オー
ラルフレイルと食事の満足感の関連：地域在住高齢者による横断検討（柏スタディ）. 日本老年医
学会雑誌. 2020;57(3):273-281. 

 宮﨑紀枝, 大森純子, 酒井太一, 田口敦子, 三森寧子, 三笠幸恵, 矢野しのぶ. 新興住宅地におけ
る向老期世代の“地域への愛着”を育むプログラムの開発. 日本公衆衛生看護学会誌. 2020;9(3):
172-180. 

 山本なつ紀, 成瀬昂, 松本博成, 藤﨑万裕, 永田智子．訪問看護師による Patient Safety Incide
nts の認識と報告：質的記述的研究．日本在宅ケア学会誌．2020; 23(2): 63-73. 

 和山郁美, 大森純子.大学生集団における過剰飲酒を助長する要素・抑制する要素とその相互関係.
 Campus health 公益社団法人全国大学保健管理協会機関誌.2020;57(2):134-141. 

 

2. 著書 

 

 

3. 原著論文・総説（査読なし）/紀要・解説 

 片田江由佳, 櫛間大二郎, 井本俊之, 高倉 孝, 飯島勝矢, 辻 哲夫, 藤﨑万裕. フレイル予防の新
たなる展開に向けて ソーシャル・インパクト・ボンドを活用した飯塚市フレイル予防実証事業．
保健師ジャーナル．2020;76(9):713-715, 758-763. 

 西沢義子, 野戸結花, 太田勝正, 作田裕美, 大森純子, 堀田昇吾, 青木和惠. 交流集会「放射線看
護モデルシラバスの活用に向けて――シラバスの解説と意見交換――」.日本放射線看護学会誌.20
20;8(1):49-50. 

 

4. 国際学会発表 

 Fujisaki-Sueda-Sakai M, Takahashi K, Yoshizawa Y, Tanaka T, Unyaporn S, Nishimoto R, Iij
ima K. A community assessment of frailty prevention strategies using data on frailty che
ckups. The 6th International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing Sci
ence; 2020 Feb28-29; Osaka, Osaka International Convention Center 

 Ito K, Kogami H, Kang S, Yoshizaki R, Sakurai Y, Nakano K, Yoshioka D, Wu J, Fujisaki-Su



eda-Sakai, M, Sugawara I, Miura T, Yabu K, Ifukube T. Configuring Interface for Internet
 of Things: Natural User Interface Study on Older Adults in Japan. The 2021 IEEE 3rd Glo
bal Conference on Life Sciences and Technologies (LifeTech 2021); 2021, March 9-11; Nara 

 Iijima K, Tanaka T, Takahashi K, Nishimoto M, Fujisaki-Sueda-Sakai M, Yoshizawa H, Kozak
i K, Akishita M, Toba K. “ACTION RESEARCH” to achieve community-based comprehensive ap
proach for frailty prevention. The International Conference on Frailty & Sarcopenia Rese
arch (ICFSR 2020);  2020, Mar11-13; Toulouse 

 

5. 国内学会発表 

 麻原きよみ, 佐伯和子, 大森純子, 永田智子, 鵜飼修, 嶋津多恵子, 梅田麻希, 小林真朝, 三森寧子, 

川崎千恵, 永井智子, 米倉佑貴, 江川優子, 遠藤 直子, 小西美香子, 佐川きよみ. 地域特性に応じた

保健活動推進のためのガイドラインの開発(第 1 報). 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2020 J

an11-12 ; 愛媛 

 岩本萌, 佐藤美沙, 藤﨑万裕, 松永篤志, 竹田香織, 中野久美子, 川口夏樹, 大森純子．「Social Inclu

sion]の概念分析 社会的包摂を志向する公衆衛生看護活動の定着に向けて. 第 9 回日本公衆衛生看

護学会学術集会; 2020 Dec 25 - Jun24; オンライン開催, 東京 

 今村晴彦, 酒井太一, 田口敦子, 三森寧子, 小野若菜子, 小林真朝, 宮崎紀枝, 齋藤美華, 森田誠子, 

中野久美子, 安齋ひとみ, 大森純子. 『地域への愛着メソッド』の汎用性の検討(第 2 報) 量的デー

タによる評価. 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会;2020 Jan11-12; 愛媛 

 大森純子, 田口敦子, 安齋ひとみ, 三森寧子, 小野若菜子, 小林真朝, 宮崎紀枝, 今村晴彦, 酒井太

一, 齋藤美華, 森田誠子, 中野久美子. 『地域への愛着メソッド』の汎用性の検討(第 1 報) 地域への

愛着メソッド原案を基にしたプログラムの作成. 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2020 Jan1

1-12; 愛媛 

 大森純子, 岩本萌, 藤﨑万裕, 竹田香織, 松永篤志, 中野久美子．これって Social Inclusion かも！社

会的包摂を志向した公衆衛生看護活動・経験を振り返る. 日本公衆衛生看護学会学術集会; 2020 D

ec 25 - Jun24; オンライン開催, 東京 

 大森純子. 超高齢社会と人口偏在社会における複合災害への備えをどうするか 複合災害の感染予

防と健康支援対策の課題. 第 79 回日本公衆衛生学会総会;2020 Oct20-22; オンライン開催, 京都 

 小野若菜子, 齋藤美華, 田口敦子, 三森寧子, 今村晴彦, 酒井太一, 小林真朝, 宮崎紀枝, 森田誠子, 

中野久美子, 安齋ひとみ, 大森純子. 『地域への愛着メソッド』の汎用性の検討(第 3 報) 質的デー

タによる評価. 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会; 2020 Jan11-12; 愛媛 

 片田江由佳, 櫛間大二郎, 井本俊之, 藤﨑 万裕, 飯島勝矢．ソーシャル・インパクト・ボンドを活

用したフレイル予防実証事業の多面的展開と評価．第 79 回日本公衆衛生学会総会;2020 Oct.20-22;

オンライン開催; 京都 

 川口夏樹, 竹田香織, 板倉有紀, 岩本萌, 中野久美子, 松永篤志, 田口敦子, 大森純子.  地域におけ

る社会的包摂についての概念分析. 第 79 回日本公衆衛生学会総会;2020 Oct20-22; オンライン開

催，京都 

 小林真朝, 永井智子, 江川優子, 三森寧子, 佐川きよみ, 小西美香子, 遠藤直子, 大森純子, 嶋津多恵

子, 梅田麻希, 川崎千恵, 佐伯和子, 永田智子, 米倉佑貴, 麻原きよみ. 地域特性に応じた保健活動

推進のためのガイドラインの開発(第 4 報) 地域/地区カルテの評価. 第 8 回日本公衆衛生看護学会

学術集会;2020 Jan11-12 ; 愛媛 

 今野浩之，佐藤志保，後藤順子，菅原京子，鈴木育子．小規模病院等ブラッシュアッププログラム

-質的記述的研究の講義内容と受講者の動向-．第 46 回山形県公衆衛生学会; 2020 Mar-5；山形 

 佐藤 美沙, 大森純子,竹田香織.「Community Nurse」の概念分析. 第 9 回日本公衆衛生看護学会学術

集会;2020 Dec25-2021 Jan24;オンライン開催, 東京 

 竹田香織, 川口夏樹, 岩本萌, 中野久美子, 松永篤志, 田口敦子, 板倉有紀, 大森純子. 東北の被災地

におけるポジティブ・デビエンスを生かした社会的包摂の実践モデルの開発. 第 9 回日本衆衛生看

護学会学術集会;2020 Dec25-2021 Jan24;オンライン開催, 東京 



 高橋競, 孫輔卿, 田中友規, 藤崎万裕, 吉澤裕世, 呂偉達, 飯島勝矢．フレイルサポーターによる地

域活動に関する混合研究．第 7 回日本サルコペニアフレイル学会大会. 2020 Nov14-15;オンライン

開催; 東京 

 高橋競, 田中友規, 藤崎万裕, 吉澤裕世, 飯島勝矢. 地域在住高齢者の夜間頻尿による活動能力への

影響に関する混合研究. 第 79 回日本公衆衛生学会総会.2020 Oct20-22;オンライン開催; 京都 

 土谷瑠夏, 田口敦子,大森純子,村山洋史. 農業地域在住高齢者の生活支援の担い手となる意向および

実施と認知機能の関連. 第 79 回日本公衆衛生学会総会;2020 Oct20-22;オンライン開催, 京都 

 永井智子, 米倉佑貴, 梅田麻希, 麻原きよみ, 川崎千恵, 小林真朝, 嶋津多恵子, 遠藤直子, 大森純

子, 三森寧子, 江川優子, 永田智子, 佐伯和子, 佐川きよみ, 小西美香子. 地域特性に応じた保健活

動推進のためのガイドラインの開発(第 2 報) 保健師の地域/地区活動に関連する要因 全国自治体に

おける横断調査. 第 8 回日本公衆衛生看護学会学術集会;2020 Jan11-12 ; 愛媛 

 藤﨑万裕, 吉澤裕世, 高橋競, 田中友規，孫輔卿, 飯島勝矢. フレイルチェックデータを用いた地域

アセスメントによるフレイル予防戦略の検討．第 27 回日本未病学会学術総会. 2020 Oct31-Nov1;オ

ンライン開催; 東京 

 藤﨑万裕, 吉澤裕世, 高橋競, 田中友規，孫輔卿, 飯島勝矢. フレイルチェック事業導入自治体にお

ける参加者フォローアップ体制の実態．第 7 回日本サルコペニアフレイル学会大会; 2020 Nov14-1

5;オンライン開催; 東京 

 星桃子, 竹田香織, 大森純子.在留外国人と地域住民との交流による効果の文献検討. 第 9 回日本公

衆衛生看護学会学術集会;2020 Dec25-2021 Jan24;オンライン開催, 東京 

 三森寧子, 小林真朝, 嶋津多恵子, 佐伯和子, 川崎千恵, 大森純子, 永井智子, 江川優子, 永田智子, 

麻原きよみ, 梅田麻希, 米倉佑貴, 遠藤直子, 佐川きよみ, 小西美香子. 地域特性に応じた保健活動

推進のためのガイドラインの開発(第 3 報) 地域/地区カルテの作成. 第 8 回日本公衆衛生看護学会

学術集会;2020 Jan11-12 ; 愛媛 

 森下賀子, 佐藤幸子, 岡崎真美, 佐藤重春, 藤﨑万裕. 住民主体の体操グループリーダーの期待と

その後の変化−.東京都 T 区の実態調査−. 第 54 回日本作業療法学会;2020 Sep25-27; オンライン開

催．新潟 

 吉澤裕世, 藤崎万裕, 田中友規, 高橋競, 飯島勝矢．通いの場におけるフレイルチェックによるアウ

トリーチ体制構築に向けた課題-サービス・クオリティ・ギャップモデルを用いて-. 第 79 回日本公

衆衛生学会総会;2020 Oct20-22;オンライン開催; 京都 

 吉澤裕世, 藤崎万裕, 田中友規, 吉田みどり, 浅野美穂子, ザーリッチ陽子, 伊藤佳央里, 高橋競, 飯

島勝矢．通いの場でのアウトリーチ支援によるフレイル高リスク者の日常生活行動の変化 −.事例

検討を通して−. 第 7 回日本サルコペニアフレイル学会大会;2020 Nov14-1;オンライン開催．東京 

 若松紅七, 竹田香織, 大森純子. 「地域における子育て」の概念的特徴の検討. 第 9 回日本公衆衛生

看護学会学術集会;2020 Dec25-2021 Jan24;オンライン開催, 東京 

 

6. 外部資金獲得（主任研究）※2020 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

 藤﨑万裕（主任研究者）若年・壮年期における職業と生活習慣および Well-being の関連. (東北大

学スタートアップ研究費) 2020 Aug–2021 Mar. 

 岩本萌（主任研究者）派遣保健師が災害支援活動を行う上で必要なコンピテンシー/スキル（Compe

tencies skills）の検討. (日本公衆衛生看護学会奨励研究) 2020 Apr–2022 Mar.  

 岩本萌（主任研究者）災害時に必要な派遣保健師のコンピテンシー/スキル（Competencies/skill

s）到達度を測定するための尺度開発と理論的検証．(公益信託山路ふみ子専門看護教育研究助成基

金) 2020 Jun-2022 Mar.  

 

7. 外部資金獲得（分担研究）※2020 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

 藤﨑万裕（分担研究者）リビングラボを拠点とした IoT開発と運用による高齢者支援エコシステム

モデルの構築. (基盤研究（B）).2020 Apr–2023 Mar. 

 



8. 外部資金獲得（その他）※2020 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

・ 

 


